
 ZZR1100C 

                                      FASARM PRO-R TI SC 
 スパイラルコレクター 

この度 は、ノジマ FASARM マフラーをお買 い上 げ頂 き誠 にありがとうございます。 

マフラーの取り付けに関しましては、メーカーサービスマニュアルとこの説明書をよくお読

み頂き、必ずエンジンが冷えた状態で作業を行って下さい。 
適合車種は、ZZR1100 用 となっております。その他の機種には取り付けられませんのでご注意下さい。 
取り付け作業に、ご不明な点などございましたら、当社までお問い合わせ下さい。 

１   スタンダードマフラーを取り外します。 
まず、アンダーカウルを外しオイルクーラーの取り付けステーを外しま 

す。次にラジエターの取り付けボルトを緩めます。そして、エキパイのフラ 
ンジ部のナットとテールパイプステー部 3 ヶ所のボルト、ナットを外し、スタ 
ンダードマフラーを取り外します。このマフラー取り外しの際のボルト、ナッ 
ト類はマフラーを取り付けるときに使用しますので無くさないように注意し 
て下さい。また、ガスケットを点検し、損傷のある場合は、新品に交換して 
下さい。 
 
２   オイルプレッシャ－スイッチの位置を変更します。 
 別紙の図を参照頂き、オイルパンのプラグとプレッシャースイッチの位置 
を入れ替えてください。 
３   マフラーを取り付けます。 

 a  センタースタンドストッパーの取り付け 

 右図を参照し、センタースタンドストッパーをとりつけます。 

 b エキゾーストパイプのエンジンへの取り付け 

フランジの向きを注意して（裏面上図参照）組み立て、No１＋No２⇒

No3＋No4 の順にエンジンに取り付けます。この時、フランジ部のナットは

仮止めの状態（取り付けたパイプが少し動く程度）にしておいて下さい。（※

①～④の識別シールは装着後では剥し難いため、番号確認後、組付け前

に剥すことをお勧めします。続いて取り付けるスパイラルコレクター部分も同

様に行ってください。） 
 
 

部 品 名 数 量
1 エ キ ゾ ー ス トパ イ プ 　No1+No2 1
2 エ キ ゾ ー ス トパ イ プ 　No3+No4 1
3 ス パ イ ラ ル コ レ クタ ー （ＳＣ ） 1
4 イ ン ナ ー カ ラ ー 4
5 テ ー ル パ イ プ 1
6 サ イ レ ン サ ー 1
7 ｻ ｲﾚﾝｻｰﾊﾞﾝﾄﾞ 1
8 ﾎ ﾞﾙﾄ M 10x20L  ｻｲﾚﾝｻ ｰ用 1
9 ス プ リン グ 8

10 ﾎ ﾞﾙﾄ M 5x45L 1
11 ｱﾙﾐｶﾗｰ  5.2x30L ｶｳﾙ用 1
12 セ ン タ ー ス タ ン ド ス トッ パ ー 1
13 タ イ ラ ッ プ  200m m 1
14 マ フ ラ ー ス テ ー プ レ ー ト 大 1
15 マ フ ラ ー ス テ ー プ レ ー ト 小 1
16 ｱﾙﾐｶﾗｰ  ｽﾃｰ用 1
17 ボ ル ト M8x25Ｌ 2
18 ボ ル ト M8x30Ｌ 1
19 ナ ッ ト M8 2
20 ア ル ミス テ ー 1
21 ボ ル ト M8x20Ｌ 2

 

エキゾーストパイプ インナーカラー 

※インナーカラー差込方向 
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 ｃ   テールパイプの取り付け 

 No1～４の各エギゾーストパイプにインナーカラーを挿入します。（※インナ

ーカラーは性能確保の上で大変重要です。必ずエキゾーストパイプに取り付

けてください。裏面上図参照） 
次にスパイラルコレクター（以下ＳＣ）の差込部内側にシリコンボンド等を薄

く塗布し、ＳＣをエキゾーストパイプの番号に合わせて差し込みます。入りにく

い場合はプラスチックハンマーなどで、エキゾーストパイプを前方向からキズ

を付けないように注意して、軽く叩いて下さい。 
次にテールパイプを取り付けます。テールパイプの差込部内側にシリコン

ボンド等を塗布し、ＳＣへ差し込みます。最後にＳＣとエキゾーストパイプ部 

（４本）、ＳＣとテールパイプ（２本）にスプリングを掛けます。 

 ｄ  サイレンサーの取り付け 

テールカウルを取り外し、タンデムステップブラケットを外し、付属のマフラー

ステープレート、アルミステーを取り付けます（右図参照）。 
テールパイプにサイレンサーを差し込み、サイレンサーとテールパイプにス

プリングを掛けます。そしてサイレンサーにサイレンサーバンドを後ろから差し

込み、仮止めして下さい。（右図参照） 

 e  最終取り付け 

 全体が組み上がったら、マフラーがエンジン・カウル・スイングアームなどに

干渉していないか確認します。 
 仮止めしたフランジ部のボルトを本締めします。その際、フランジ部が傾いた

りしないよう、対角、均等に締め込んで下さい。また、締め過ぎはボルトの破損

を招きますのでご注意して下さい。最後にサイレンサーバンドのボルト、ナット

を本締めし、最初に取り外したオルクーラーステーを取り付け、ラジエータース

テーを締めてください。 

 f  アンダーカウルの取り付け 

最後にアンダーカウルを取り付けます。テールパイプとアンダーカウルの 
干渉を避けるため、右図の様にステーとカウルの間にアルミカラーを取り付け

てください。 
 
4  最終確認 
 以上で作業は終了です。識別シールを剥がしマフラーに付着した汚れをよく

拭き取ってからエンジンを始動して下さい。 
エンジンを始動したら排気漏れ等がないかどうか確認して下さい。サイレンサーのエンブレム部にビニールシートが張り

付けてある場合は剥がして下さい。 
 
5  キャブレターセッティングについて 
 ファサームマフラーは、すべてスタンダードの状態で性能を発揮するよう設計されております。従ってキャブレターの 
ジェットの変更等、必要はありません。 
   

● 走行時、走行後は大変マフラーが高温になっています。火傷に気を付けてください。 
● 本製品は出荷状態で騒音規制をクリアしており、装着状態で車検を受けることが可能です。但しグ

ラスウールの消耗等により音量が大きくなった場合、サイレンサーの修理が必要です。弊社にてグ

ラスウールの交換を行います（有償）のでお近くの販売店までご依頼ください。 
● 消音バッフルは、公道走行時は取り外さないで下さい。 
 

 事故や転倒による修理につきましては、お受けできるケースと修理不可能な場合がありますが、ご依頼の際は一度お

電話にてお問い合わせ下さい。その他マフラー、オートバイなどに関して質問がございましたらお気軽にご連絡下さ

い。 
                        N O J I M A   E N G I N E E R I N G 
        〒５１３－０８２５ 三重県鈴鹿市住吉町７２６５－７  TEL 059(378)3505  FAX 059(370)7811  

有限会社 野島ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 
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□ オイルプレッシャースイッチの位置変更について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ZZR1100】 
ノジマ FASARMマフラーの取付け車輌が C1～C3・D1～D2の場合、もしくは D7以降の方はオイルプレシャ
ースイッチの位置を変更してください。 

 
① エンジンオイルを抜き、オイルプレシャースイッチ・プラグを取り外します。 
 
② 取り外したオイルプレシャースイッチ・プラグのネジ部に（注）シールテープを巻き、位置を入れ替えて取り付

けます。 （注）シールテープを巻かなければオイル漏れの原因になります。 
 
③ オイルプレッシャースイッチの配線がエンジン・マフラーと干渉しないように、付属のタイラップでフレーム等

に固定します。 
 
④ エンジンオイルを入れます。 
 
⑤ 暖気運転をしてエンジンを止め、オイル漏れ等が無いか確認をして下さい。 
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